
 

 本日、１学期の終業式を無事に終えることができました。この１学期間を振り返

ると、本当に色々な出来事がありましたが、子ども達の「成長」を実感することが

できたことをとても嬉しく思います。 

２年生から６年生については、昨年度の同時期に比べて、その成長には本当に目

を見張るものがあり、感動する場面にたくさん出会うことができました。また、１

年生も、４月に比べると本当に小学生らしくなってきました。これからの子ども達

の成長が楽しみです。 

 以下に、７月７日の全校朝会と本日の終業式での校長講話の概略を記します。 

＜全校朝会＞ 

今日は、７月７日の七夕ですが、七夕の話は、担任の先生から話があると思います

ので省略して、今日は皆さんに伝えたいことが２つあります。まずその一つは、先週

５年生が自然学校に行って来ましたが、その開校式で話をした「一人はみんなのため

に、みんなは一人のために」を考えて行動するという事です。例えば、集合時間に一

人でも遅れると全員に迷惑を掛けてしまいます。一人はみんなの事を考えて、５分前

行動をするのはそのためだと思います。また、同じ部屋の中に体調の悪い人が居たら、

みんなは、その人の事を考えて、部屋の中で暴れたり大声を出して騒いだりしてはい

けません。そして、自然学校に限らず学校は集団で生活していますが、その集団生活

で大切な事が「一人はみんなのために、みんなは一人のために」を考えて行動するこ

とだと思います。ベル着や授業態度等で、ぜひ実践して下さい。 

２つ目は、遊びについてです。友達と遊ぶ時には、まず最初に「一緒に遊ぼう」「う

ん・いいよ」の確認をして、お互いが楽しい時間を過ごすのが原則です。相手の「う

ん・いいよ」が無かったり、自分だけが楽しくて相手が楽しくなければ、一緒に遊ん

でいる事にはなりません。 

また、みんなが楽しければ、どんな遊びをしても良いのかいえば、そうではありま

せん。人を困らせたり・物を壊したりする悪い事や、相手を蹴ったり・首を絞めたり

する危険な遊びは、絶対にしてはいけません。 

遊びにもルールがあります。そのルールをちゃんと守って、仲良く楽しく遊んで下

さい。 

 

＜終業式＞ 

今日で、平成２６年度の１学期が終わり、明日から４４日間の長い夏休みに入り

ます。今日は皆さんに、東井義雄という先生が書かれた「心のスイッチ」という詩

を紹介します。 

保護者の皆様                        平成２６年７月１８日 

  学校だより けやき坂 

川西市立けやき坂小学校 

校 長 斎 木 久 雄 



 

『誰だい？ 

ぼくは 頭は悪いし、ダメな人間かも知れないなんて心配しているのは？ 

ダメな人間なんてあるものか 人間はみんな素晴らしいんだ 

何でも見える素晴らしい目を 君は持っているじゃないか 

何でも聞ける不思議な耳を 君はちゃんと持っているじゃないか 

覚えることだって考えることだってできる 不思議な働きをする頭が 

君のためにちゃんとあるじゃないか 

立ち上がり どこまでも前進することのできる二本の脚が 

君のためにちゃんとあるじやないか 

字を書くことだって 物を作り出すことだってできる二つの手が  

ちゃんとあるじゃないか 

食べ物を血にし、肉にし、骨にし 働きのエネルギーにかえていく 

魔法のような働きをやってのける胃や腸が  

今も君の腹の中で働いているんだよ 

明るく 健康で 賢い君になってもらおうと  

君が眠っているときにさえ休まず 働きずくめに働いている心臓が  

ほら 今も 君の胸の中でドクドク働いているじゃないか 

どこがダメだというんだ どこがつまらないというのか 

つまらないのは このすばらしい君のすばらしさに気づかず 

自分はつまらないなどと考えている 君のその心だとは思わないか 

仕組みの立派な電球だって スイッチを入れなければ光は放たない 

人間のすばらしい目も 見ようという心のスイッチが入らないと 

見ていても見えない 

聞こうという心のスイッチが入らないと 耳も耳の働きをしない 

頭もそうだ 仕組みのせいじゃないんだ スイッチのせいなんだ 

スイッチを入れて鍛えてさえいけば どんなむずかしいことだって覚えられる

ようになるし どんなむずかしいことだって 考えられるようにもなるんだ 

月の世界へ飛ぶ知恵だって 人間の頭が生み出したじゃないか 

心のスイッチが 人間をダメにもし、すばらしくもしていくんだ 

電灯のスイッチが 家の中を明るくもし暗くもするように』東井義雄 

 

 どうですか皆さん、詩の意味は理解できましたか？自分の夢を実現するために

は、「よし やるぞ！」という「心のスイッチ」が入れられるかどうかにかかって

います。この夏休みに、本を読んだり、お家の人と話をしたり、自然や動植物との

ふれ合い等の、様々な体験を通して、皆さんの「心のスイッチ」が入り、「心のス

イッチ」が入った状態で、９月１日の始業式に元気に登校してくれることを期待して

います。 

 

＜保護者の皆様へのお願い＞ 

夏休みの期間は、基本的には学校教育から離れて、家庭の一員として、家族の絆を

強めることを最大の目標にしています。そして、家族からの温かい励ましや支援が、

「心のスイッチ」を入れる原動力になると思います。どうか宜しくお願い致します。 

また、夏休みには、納涼祭等の地域の行事があります。ぜひご家族揃って参加して、

地域との絆も深めて頂きますようお願い致します。 


